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家計簿公開
家計簿公開
第149号
東京都　K・Kさん
［家族構成］
私　65歳
（個人商店＝正社員）
［住居］
公団
　i　　★収
　i年金
　i給料（手取り）
　i合計
　i　　　★支
引i家賃
　i水道光熱費
　i保険など
　i食費
　：電話・新聞・図書
　i交際費・趣昧
　i日用雑貨
　i医者など予備費
　：貯金（冠婚葬祭用）
　：合計
（高齢者優遇賃貸）2DK
　　　家計簿内訳9月分入★　　i
　　53，000円i
　1　78，000円i
　231，000円：
出★　　　　i
　　56，090円i
　　20，000円i
　　l4，000円i
　　35，000円：
30，000円i
25，000円i
20，000円i
15，000円i
16，000円：
231，000円：
　結婚してから20年、平成元年に
離婚しました。いま長女は34歳、
長男は33歳ですが、2人とも別に住
んでいます。年金はもらっています
が、生活のため、まだ仕事は続けて
います。
　住まいは公団で、お給料が上がれ
ば家賃も上がるしくみです。今月は
冠婚葬祭に備えた貯金ができました
が、いつもは貯金までする余裕はあ
りません。
　年金は専業主婦の間の17年間は
第3号被保険者、離婚後17年は厚生
年金に入っていました。結婚前の
10年問は正社員で厚生年金をかけ
ていたのですが、夫の働きが少なく、
出産費用がなかったため無理やり脱
退させられ出産費用にあてられてし
まいました。脅迫までされたのです。
　厚生年金分は60歳から月34，000
円受け取っていましたが、65歳に
なって8月分から国民年金分も支給
されるようになったので、月53，000
円もらえるようになりました。でも、
脱退させられていなければ、あと月
　　　　　　　　　　　　　　　　静50，000円もらえるはずだ・たのに影
もらえません。　　　　　　　　　k結婚した昭和44年ごろは、雛零
すると夫が妻に年金を月腿するよう婁
に強要していた時代でした・妻の年窪
金をあてにしていたのです。脱退しk
ても夫婦であればまだいいのですが意
私は離婚してしま・たので・10年影
分をふいにしてしまいました。夫はk無傷で年金をもら。ているはずです講
このような不公平があ・てよいの蓉
でし・うか・r男性が有利」なよう蓄
に国が作ったのです。国のやること　k
だからいいカロ減でよいと思。たので藝
し・うか．国が月腿できる制度を作影
・たため・多くの雄が牛翻こな・巽
ています。　　　　　　　　　　　k
妻に月腿させた三富金は世帯主だ影
・た肋た夫が国に返金し・月腿さ雲
せられた妻にも年金を支給できるよ　kうな制度瀞が腰ではないでし器
ようか．この年金は私が動た財産影
なのです・　　　　　　奮
　　　　　　　　・財産をおろそか　k国は女性の権利
にしていたのです．国が肋た夫か銘
ら漏し凄の年金はきちんと支給婁
すべきではないでしょうか。　　　　k　　　　　　　　　　　　　　　　静　厚生年金は職についているため一k
律2割カットです（※編集部門・2婁
二二・トの磁老齢年金制度は蓉
2005年で打ち切りになります）。k65歳になり、国民年金が加わり多多
少収入が増えましたが、惟保険料慧
が毎月4，650円も自動引き落としに奮
なります。女性は家庭に入ってしま　k
うと老後の年金が少なくなるし沙蚕
靴が理解できる思し、です・　雲
　いまはなんとか生活していますが、k酪をしていない雄の生活を考え影
て改正をしてくれるよう望みます．影
　　　　　　　　　　　　　　　　雲
■Kさんの「夫は結婚後妻を年金か　k
ら腿させて得た分は離雛国に蓼
返し凄に返還する制度弦律が塗
必要」とし’うご提案に対するご意馨
　見を募集いたします。事務局までk
メール［P6、P7参照］かファク影
スでお送りください・　　蓉
（※編集部注：当時は、夫というよk
り「国が強制し、社会保険事務所で寒
月上した方が得と勧めていた」とい慈
うイ贈もありました）　　陰
h，vt““pt，vtptptasasasas，v“ptptas，v“asasptas，vtasas“asas，v“aspt“asasas，veptasas“asmpas“S
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t
テーマ：
「お金を使わずに楽しむ、シンプルに充実して生きる」
イベント：
●プレゼント交換11何がもらえるかワクワクドキドキ
●円より子の洋服や小物のプリマ（100円均一1Dも1
●ストレッチで身体を動かしたり、楽しいイベント企画中！
●ケーキやワインもあるよ！
●いろいろな年代の人がきます。世代間を超えたお友達
　ができるチャンス1
日　時：12月18Eヨ（土）13時～16時
場所：麹町周辺の予定［詳しくは事務局まで］
会費：大人のみ／1，000円大人と子ども（子ども何
　　　人でも）／1，500円［あとはハンドで補助します］
持ってくるもの：100円くらいのプレゼント
　　［子どもの分はこちらで用意しますので1家族1個］
服装：動きやすい服装で来てくださいね。
※まだ少し人数に余裕があります。ふるってこ参力ロくだ
　さい（11月25日締め切り）。
※ベビーシッターの応募もたくさんありました。お子さ
灘ll羅欝鷲l／
　すので、遠慮なく事務局までお問い合わせください。
※手料理などの持ち込み、大歓迎です。是非楽しい予定
　として入れてくださいね。
黛乱離磁磁陰、拙吟…
して生きる」ためのアイディア、もしくはそうしたいけ　．
どできない悩みなどを教えてください。
働野駆鰹照臨．
叢ご　　饗己…
■応募は基本的にメールかfaxでお願いいたします。メ
　ールアドレス：kObayash＠kazOku－mondai．cO．jp
■住所、氏名、年齢、匿名希望の場合はその旨、明記し
　てください。　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ew町
　現代家族問題研究所がNPO法人あ
ごらの相談業務の委託を受け、電話相
談「離婚と母子の110番」に改称して
から、早や1年が経ちました。
　昨年は、場所が移転し、電話番号が
変更になったためか相談件数が260件
に激減。
　当事者女性からの相談224件のうち、
初回女性の相談を集計しました。
★30代がトップ、全国から掛かる★
　相談者の居住地は東京がトップで
25％、神奈川が11．6％と続き、やは
り関東が62．8％と大多数を占めてい
ますが、北海道から鹿児島まで、全国
から掛かってきています。
　年代は30代が44，9％とトップ、40
イ℃22．2％、50イ£13．0％、20イざ8．7％、
60代以上が4．3％と続いています。
　★不安定な就労で収入も低い★
　職業を見ると、無職が半数を超え、
有職者45．4％の6割がパート等の不安
定就労で、正規の職に就いているのは
26．6％に過ぎません。
　年収も無収入が45．9％と多く、1～
100万円未満が9．18％、100～300万
円未満が9．7％で、300万円未満が
64．7％を占めています。
★経済的不安を抱え離婚を思い悩む★
　状況は離婚すべきか思い悩んでいる
人（37．7％）灘婚したいが夫が同意し
ない（17．87％）、離婚に夫婦が同意し、
条件について話し合い中（16．43％）
と離婚話が進んでいます。
　ところが、経済的な不安（68．1％）
や子どものこと（34．3％）、離婚後の
住居の問題（19．8％）を抱え、踏み
切れないでいます。そのため、きちん
と条件を公正証書や調停で取り決めた
いという人が多くなっています。
　離婚前後に思い悩み心身の健康を害
し、心療内科に通っている人も多く、
働きたくても働けず、恒常的な経済的
不安を抱え一層思い悩んでしまう人も。
皆さんも一人で悩んでいないで、健康
のため電話相談をご利用下さい。
離婚・別居の原因上位5位（複数回答）n＝658
回答 件数
?
（1位）夫の不貞 8943．00
（2位）夫の暴力 6732．37
（3位）夫の性格 5124．64
（4位）価値観、人生目標が違う 5024．15
（5位）夫の経済力のなさ、経済
@　　観念の違い
4722．71
（5位）夫が家庭をかえりみない 4722．71
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